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   Wistar male rats were divided into four groups, namely, administration of a small amount 
of vitamin E, administration of a large amount of vitamin E combined with pantothenic acid, 
castration, and feeding with a vitamin E deficient  diet  ; and the experimental studies were 
conducted on urinary 17-ketosteroid (Zimmermann method), weight changes of each organ (all 
gonads, prostate, testes, adrenals, liver and spleen), state of growth, tissue respiration (old 
Warburg's method), pathohistological changes (H. E. and azan stain) and histochemistry (alka-
line phosphatase, acid phosphatase, steroid 313-ol-dehydrogenase). The following results were 
obtained. 
   1) Upon administration of a small amount of vitamin E, urinary 17-KS excretion increased 
in young rats and markedly increased in mature  fats. The increase was further stimulated 
by administration of a large amount of vitamin E, but the combined use of pantothenic acid 
gave an inhibitory effect. 
   2) In castrated group and the group kept on vitamin E deficient diet, urinary 17-KS 
excretion was lower than in the control group. Administration of vitamin E in castrated group 
gave rise to sustained level of higher excretion of 17-KS far exceeding the control level. 
   3) Weight of all gonads, testes, prostate, liver, and spleen increased 5 weeks after vitamin 
E administration, while adrenal weight showed a tendency towards decrease followed by a slight 
increase. 
   4) The rate of increase of body weight in young rats after 4 weeks followed the ascending 
order of controls, vitamin E administration, castration, castration and combined use of 
vitamin E. 
   5) Vitamin E administration inhibited the oxygen consumption in testes and adrenals, stimu-
lated it in the prostate, and tended to inhibit it in the liver and kidney. 
   6) Upon feeding with vitamin E deficient diet, a marked decrease of spermatogenic cells, 
disturbance of spermatogenesis, and decrease in alkaline phosphatase of spermatogenic cells were 
noted, while administration of a large amount of vitamin E caused a slight decrease of mature 
spermatozoa. Feeding with vitamin E deficient diet caused an atrophy of the zona fasciculata 
of the adrenal cortex with decrease of alkaline phosphatase and steroid  3frol-dehydrogenase, 
while administration of a large amount of vitamin E resulted in hypertrophy of zona fasciculata
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and reticular layer with elevation of alkaline phosphatase and steroid  3,8-ol-dehydrogenase activ-
ities. Vitamin E deficient diet caused atrophy, degeneration and necrosis of the liver cells, while 
administration of a large amount of it resulted in hypertrophy of liver cells and picture of 
hyperfunction of the nuclei, followed by mild degenerative changes. The prostate showed a 
mild atrophy upon feeding with vitamin E deficient diet and mild atrophy with administration 
of a large amount of it. 
   In summary, vitamin E stimulated the function of adrenals and liver in male rat, and 
influenced the function of testes slightly via the pituitary or pituitary-adrenal system. De-
ficiency of vitamin E gave rise to definite disturbance in the testes and adrenals. Combined 




られてい るが,近 年 に至 りVEの 化学 構造が解
明 され,合 成 され るに至 り,VEと 内分 泌臓器
との関係 も漸次明 らかになった.し か し今 なお




防 ぐ抗酸化作用が あ り酵素系に も大 ぎな影 響を
お よぼす とし,Shute(1939)go)は直接 下垂体 に
作用 し 間脳下垂体系 の 機能 を 賦活 する とし,
Heinsen(1951)29)はVEは内分泌臓器 ,特 に
副腎,性 腺,脾 に対 し 二次 的 に 作 用 し,性
hormone分泌 を 促す のみ な らず 各 内分泌腺相
互 間の作用,下 垂体 副腎 系お よび神経 ・内分泌
系機 能に も関与 す るとし,Beckmann(1955)6)
はVEは 下垂体 よりのACTHの 分泌 を促 し,
glucocorticoidの分泌 を 高め ると 推測 した.
Heinsen(1951)29).神村(1954)39〕はVE大 量
投 与に より著明な一 過性eosin細胞 の減少,尿
中170HCSの増加 を認 め,VEと 下垂体,副 腎
皮 質系 との間に密接 な関係が あるとし,Welsch
(1954)103,はpantothenicacidの触媒 作用 に よ
りVEは 体内でtocopherylhydroquinoneと
tocophenylquinoneに代 謝 され,さ らにcort-
isone様物質前段階に変化 し副腎皮質 のsteroid
hormone分泌生成機転に 関与 するで あろ うと
し,山 元 ら(1960)112"115}はVEは間脳下垂体
副腎系 に作用 し副腎皮質機能 を充進 し内分泌機
能 を正常閾 に規整す るとした.上述 のごと くVE
は下垂体 副腎性腺機 能に 干 渉 し て,cortisone
あるいはACTH類 似作用,非 特異的抗酸化作
用,間 葉系組織 の酵素的均衡 障害 に対す る正常
化作用 のほかに肝機能保護,肝,心 筋,血 管壁
におけ る含水炭素代謝機能充 進,炎 症抑制作用
な どもある とされ42},また既 述 の ごとく,VE
は生殖機能維持 に不可 欠のvitaminである.著
者 はVEの 男子 性腺機能へ の影響 を系統的 に追
及 すべ くWistar系雄性 白鼠 へ長期 間にわ たっ
てVEを 投与 し,尿 中17ketosteroid(以下
17KSと 略す),各 臓器(性 腺,前 立腺,睾 丸,
副腎,肝,腎)の 重量変化,成 長 状態,組 織呼
吸,病 理組 織お よび組織化学的所 見な どについ







第1実 験VE投 与の雄姓白鼠尿中17KSお よび
体重,臓 器重量への影響
尿中17KS値はZimmermanl・4・6s・so法により測
定した.す なわち白鼠5～6頭 を1組 として同一箱内
に飼育し・一括蓄尿,尿中17KS値 測定,1頭あた り
の平均値を算出,3日 ごとの平均値をもってその中間
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腺 の合 計 重 量 お よび 睾 丸,前 立腺,副 腎,肝,脾 の 重
量 を秤 量 し,各 臓 器 別 に 体 重1009当 りの重 量 を 算 出
した.さ らに 幼若 白鼠 の各 処 置 群(VE5mg,去 勢,
去 勢+VEsmg各 群)に つ い て1週 ご とに 体 重 を
測 定 し 体 重 の 増 加 率 を 無 処 置 対照 群 の そ れ と比 較 し
た.
第2実 験VE投 与 の雄 性 腺 お よび肝,腎 の 組 織 呼
吸 へ の影 響
1群5～6頭 の 白鼠 よ りな る5群 の 白鼠 群 に そ れ ぞ
れVE5mg連 日10日,30日,60日お よび84日筋 注 後
屠 殺,聖 丸,前 立 腺,副 腎,肝,腎 の酸 素消 費 量 を
Warburg旧法18・79・94・107)によ って 測 定 した.被 検 組
織 切 片 は 乾 燥 重 量10mg前 後 を 目 ど と して作 製 した.
組 織 浮 遊 液 は 食 塩,燐 酸 塩 液 〔basicsaltsolution
80ml(1.12%NaC1,0.0125%KC1,0.0132%CaC12),
phosphatebuffer20ml(M/15NaH2PO41:M/15
Na2HPO49)に0.1%glucosesolution添加 〕 を 用
い,gas環 境 は 空 気 と した,実 験 温 度38℃,30分ご と
3回 酸 素 消 費 量 を測 定,乾 量1mg当 り1時 間 値 に 換
算,呼 吸 量 を表 わ した.
第3実 験VE投 与 の雄 性 腺 お よび 副 腎,肝 の 病 理
組 織,組 織 化 学 所 見 へ の 影 響
VE5mg筋 注 白鼠 群,VE5mgとPaAlmg筋 注
白 鼠 群,VE欠 乏 食 飼 育 白鼠 群 につ いて,叙 上 各 処
置1週,2週,4週,8週 目に各 群3頭 ず っ 屠 殺,聖
丸,前 立 腺,副 腎,肝 の組 織 を病 理 組 織 的 〔hemato-
xylineosin染色36)(以下HEと 略す),azan染 色
(Heidenhair変法)71)〕,組織 化 学 的 〔alkalinephos-
phatase(Gomori法)72),acidphosphatase(Gomori
法)72),steroid-3β一〇1 dehydrogenase(Wattenberg氏
法)72・101・102)〕検 索 に 供 し,無 処 置 対 照 群 の そ れ ら と
比 較 した,HE,azan染色 はformalin固定,parathn
包 埋,染 色 後balsam封入 を 行 な った.alkalinepho-
sphatase(以下A1-Pと 略 す),acidphosphatase
(以下Ac-Pと 略 す)は 冷acetone固定,parathn包
埋,基 質 液 に2時 間 お よび6時 間 入 れ,balsamお
よびbioleit封入 と し,steroid-3β一〇1-dehydrogenase
(以下SレDHと 略 す)はcryostatで新鮮 凍 結切 片作
製,基 質 液 に1時 間 入 れ,glycerine封入 を行 な い,
検 索 に 供 した.



































































































































































































































































































































































りも 高値 となる.正 常 白鼠へVEを 注射 した場合
2mg注射のほ うが5mg注 射よりも,17KS値の上
昇は ゆるやかで 上昇度は低いが 永続的 である.VE
へPaAを 併用投与するとVEに よる17KS値の上
昇が 抑制される.去 勢およびVE欠 乏食飼育白鼠の
17KS値 は 健常 白鼠 のそ れ よ りも低 く,特 に 後者 の
ほ うが 前 者 よ りも低 い よ うで あ る.
5)VE投 与 の雄 性腺 お よび 肝,脾 重量(比 体 重)
にお よぼ す 影 響
対 照 ・1カ 月 以 上 一 定 食餌 を も っ て飼 育 した成 熟 白
鼠(体 重1509前後)11頭を 屠 殺,全 性 腺(聖 丸,副 睾
丸,前 立 腺,精 嚢腺),睾 丸,前 立 腺,副 腎 お よび 肝,
脾 の重 さを 化 学 天秤(感 度1mg)を も っ て 秤 量 し,
体 重1009当 り の 臓 器 重量 を 算 出 した.全 性 腺 重 量
1.94±O.S69,睾丸1.03±O.299,前立 腺0.34±
0.299,副腎0.017±0.0079,肝3.33土0.579,脾
0.35±0.099であ っ た.上述 の重 量 を 対 照 と して,VE
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毎 日筋 注3週 後
VE5mg十PaAlmg













































































































照 週 ・ 週'週'照 週 〃 〃週 ・ ・ 週 週 照 週 ・ ・週 ・週 ・晦齋徽 函齋幾 磁緊籍
Fig.5VE連日投与の性腺および肝,脾 重量への影響(体 重1009当りに換算)
2mg,5mg,およびVEにPaAlrng併 用 注 射1,
3,5週 後 屠 殺 せ る白 鼠 の全 性 腺,宰 丸,前 立腺,副
腎 お よび 肝,脾 重 量 を 測定,比 較 した(Table5,6;
Fig.5参照).
VE2mg毎 日筋 注 群=3～7頭 の 白鼠 を1組 とし
てVE2mg毎 日筋 注,1,3,5週 後 に 各 組 ご とに屠
殺,性 腺 お よび 肝,脾 重 量 を 秤量 した(Table5,6;
Fig.5参照).全性 腺 の 重 さで は1週 後 の平 均 値1.93g
(対照 に 比 し0.5%減)で 対 照 と 大 差 な く,3週 後
3.IO9(59.8%e増),5週後3.039(56.2%増)で増
量 を,睾 丸 で は1週 後0.999(3.9%減),3週後O.74
9(28.2%減),5週 後1.349(30.1%o増)で3週後
減 じた のち5週 後増 量 傾 向 が,前 立 腺 で は1週 後0.23
9(32。4%減),5週後0.389(11.8%増)で1週 後
か な り減 少 した の ち,5週 後 に い くぶ ん の 増 量 傾 向
を,副 腎 で は1週 後O.0239(35.3%増)と増 量,5

































日注射群に おいて3週 後の 重量増加は著しい.VE
にPaAlmg注射を 同時併用した場合,3週 後には
抑制傾向がみられたが,5週 後には重量増加にほとん





















幼若白鼠(体 重1009前後)を 対照(白 鼠6頭),



























































































縮し,3週 後より体重増加率 に対 し促進的影響を示
す。
第2実 験VE連 目筋注の雄性腺および肝,腎 の組
織呼吸への影響























































































































酸 素 消 費 量QO2(mm3/mg)
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しい 不規則化を きたすが,特 に 束状層において著し





















活性上昇は みられない.髄 質に おける活性変化はな
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講繕 欝



























誇.蹴 ・ 轟 賦 蝋::三で
kら翻懸 灘譲 講
Photo.3皇丸(対 照,St-DH)
精 細胞 に 強 い活 性 を 示 し,基 底膜,
間 質 は 弱 い 活 性 を示 す.
麟難 熱纏購 謬
ラ ロ や ダ占 ・な;∴:1':・ ・∴∴ ・'・ 亀・威
./肥 .冷 ∵1～ンヒ鋳 閥
蛾韓鐙窯 鋸}撫騰
灘 慨 鋤ll,..瑠 峻 ㌻。死'
Photo.6副腎(対 照,H.E.)
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小葉中心 あるいは 辺縁部に壊死巣さえ 認められる.
A1-P活性は変化なく,Ac-P活性は4,8週 群で低
下の傾向がある.St-DH活性には変化ない.


















VEに 間脳下垂体 系機 能の調節51・112-115)・下
垂体 副腎 系機 能充進,向 性腺刺 激hormoneの
分泌促進,そ れ らに 由来す る性hormone分泌
充進29・117),あるいはACTH分 泌促進 に よる
glucocorticoidの分泌充進6・29),またcortisone
生成 お よびcortisone様作 用の増加64},蛋白同
化steroid類似作 用56),antioxydantとし て
testosteroneの酸化 か らの保護 とそ の作用 の増
強10},の諸作 用を認めた 報告 な どVEは 下垂
体副腎皮質,性 腺系 を中軸 とす るhormoneの
生成,分 泌,代 謝に重要 な関連 が思惟 され る.
尿中17KSは 睾 丸 お よび 副腎 皮質 由 来 の
androgen代謝産 物で あり34・38・5s・65・97),その増
減 か ら生体 内androgenの消長 をおお よそ推察
で きる9・26・120}.Heinsen(1951)29},神村(1954)39)
はVE大 量投与 に より著 明な 一過性eosin細
胞減少,尿 中17hydroxy-dehydrocorticoste-
roneの増加を,山 元(1959)111)はVE投与 は
vitaminC投与 の場合 と同様 に尿中17KSの





中17KSの 増量作用 を認 め るな ど,VE投 与
に よる 尿中17KSの 増量 をぎたす となす もの
が多 い.ま た正 岡(1930)541はVE過剰に より
いわゆ る連続性交尾現象 の出現 を認めた.レ か
しVE投 与 に よる尿 中17KSの 増量 を認 めな
い報告(加 藤1961401,浪方196064)),VEと下
垂体 副腎系 との関係を否定 す るもの(Sampter
1928)64はり引用もある.VE欠 乏に よる 副腎皮
質(Tonutti194596},野田194166}、李196075),
方19602"),睾丸(李196075},方196024),黄
196169})の変 性萎 縮,副 腎のsteroid含有量
の 減少(Meunier1943)70}より引用を 認 めた報告
が あり,ま たVE欠 乏に よる尿 中17KSの 減
少,VE投 与 に よる その回復を み るとの 報告
(Beckmann1955)6)などもみ られ る.両 側睾
丸 の摘除 に より尿 中17KS値 はいったん下降
す るが,下 垂体 よりの性腺刺 激hormoneの分
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泌充進に よ り,副 腎性androgenの分泌は充進
し尿中17KS値 は増加す る(志 田19588。},Scott
1954s6),William1955io".内宮195997})とさ
れる.松 原(1960)51)は去勢雄性 白鼠にVEを
投与,副 腎皮質機能充 進に よるcorticosterone
産生増加 を認 め,同 様 の報告 も2,3み られ る
51,87,111}
著者の幼若 白鼠(体 重1009前後)に つい て
の実験 では尿 中17KSは 対 照無処置白鼠群に
おいても,VE注 射 白鼠群において もか な りの
日差変動 は あるが,VE2mg連 日筋注 白鼠群
では無処置対照白鼠群 に比べ て明 らかに増量 が
招来 され,30余 日にわ たっ て高値 を持続 した.
VE2mgにPaAlmgを 併用投 与 しても 尿 中
17KSはVE単 独 注射白鼠群 の それ と大差 な
く,PaAの 影響 はみ られない.し か るに 成熟
白鼠(体 重2009前後)実 験 ではVE2mg連 日
投与 白鼠群 では追 日的 に増量 して,投 与17日後
には60mg/dayを越 え,以 後 ほぼ その値 を維
持す る.対 照白鼠群 の尿 中17KS値 にはほ と
んど変動 な く,VE2mgにPaAlmg併 用投
与 白鼠群では 尿 中17KS値 にほ とん ど増量 は
み られず,PaAはVE作 用 を抑制 するかの ご
と くであった.さ らに 成熟 白鼠 へのVE大 量
(5mg)投与実験 では かな り 大 きな 日差変動 が
み られ るが,VE注 射 白鼠群では対照 白鼠群 に
比べて急速 で明 らかな上昇 が招来 され,VE投
与8日 には109.3mg/dayに達 した のち下降,
14日以後 には 軽 度高値の51～53mg/dayを持
続す る.し か るにVE5mgにPaAlmg併 用
注射 白鼠群 では14日まで明 らか な上昇 は招来 さ
れないが,以後急 速に増量 し,20日には67.Omg
/dayへ上昇す る,VE単 独注射白鼠群 で増量
した17KS値 が下降をは じめ る14日に,VE・
PaA併 用注射 白鼠群 の17KS値 が は じめて上
昇傾 向を とっ た ことははなはだ興味 ある ことで
ある.そ の解 明は容易ではない がVEとPaA
の相互作用 に より,尿 中17KSの 増量 が招来
され ず,VE作 用が減弱す る時期 になって,は
じめてPaA単 独 としての17KS増 量 を招来
する作用 が発現 した とも解 され る.去 勢 白鼠群
においては 当然 の ことなが ら対照 白鼠群 の17
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KS値 より低 く,去 勢 と同時にVE5mgを 毎
日注射す る と健 常白鼠群 の17KS値 よ りはる
かに高笹が維持 された.す なわ ち睾丸な き白鼠
において もVEは 副腎か ら健常 動物を しの ぐ
多量 のhormoneの分泌 を促 す.ま たVE欠 乏
食で飼育 した場 合には 尿中17KS値 は 去勢動
物 よりなお低値 を示 した.VEが 下垂体 を介 し
て副腎 あるいは睾丸へ作用す るか,直 接 副腎 あ
るいは睾丸へ作用 するかは別 として,副 腎 お よ
び睾丸 よりのandrogenの分泌はVE欠 乏 に
より著 じく抑制 される ことは明 らかであ る.佐
々木(1960)82・83)はVEは動物 の 発育 を促進
し,臓 器重量 を増 加せ しめ る.し か も少量持続
投与 が効 果的 とし,山 元(1959)112}は成熟去勢
白鼠へのVE投 与 は 副腎皮質機 能を 充進 し前
立腺,精 嚢腺,甲 状腺 の重量 を増加 せしめる と
し,Kochakian(1950)46},斉藤i(1958)85)らは
VE投 与に よ り体重増加に並行 して性腺重量 の
増加 を認 め,山 元(1960)116}は雄性白鼠へ の
estrogen大量投与 に よる 睾 丸の萎縮がVE併
用に より防止 され るとした.Drummond(1939)
12〕.黄(1961)69)、正岡(1930)54)らはVE欠
乏食飼育動物 において睾丸 あ るいは副性器 の著
しい萎縮 を認め,赤 須(1955)3[は雄性 白鼠 を
去勢 し副腎重量 の増加を認め,Winter(1963)
1。6}tJones(1950)35,.内宮(1959)97)も同様
実験 結果 を得,山 元(1959)112)は成熟 去勢 白鼠
においてVE投 与 によ り 副腎重 量の 増加 をき
た した とした.安 田(1957)117)はVEには成
長促進作 用はあ るが副腎重 量の増加は ぎた さな
い とした.寺 尾(1963)92)はVEによ り 体重
増 加率 は充進 され るが,肝 の比体重 には増加は
見 られない とし,Greenbaum(1950)21}は体重





著者 の実験 では全性 腺重 量はVE2mgあ る
いは5mg注 射,こ れ らにPaAlmgを 併用注
射 した白鼠群いずれに おい ても3週,5週 後 明
らかに比体重量の増加が招来 された.睾 丸では
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VE2mg,VE2mg十PaAlmg投 与白鼠群 で
は,1～3週 はむ しろ減量 し,5週 に して増量
傾 向を示 し,VE5m9,VE5m9+PaAlm9
注射 白鼠群では3週 に してすでに増加傾向 を呈
した.前 立腺では1週 に して著 しい減量 を,5
週 に して増量 をもた らした.副 腎ではVE2mg,
VE2mg十PaAlmg投 与 で1週 後増量 し,以
後減量 を呈 し,VE5mg,VE5mg十PaAlmg
投与 白鼠群 では3週 に してなお軽微 の重量増加
傾 向が うかが われ た.肝,脾 に おいては3週 に
て軽度,5週 に して かな りの 重量増加を 呈 し
た.い ずれ の場合 もPaA併 用 によっ てVEの
作用 が特 に増強 され た とは思 えなか った.す な
わち全性腺,睾 丸,前 立腺 の比体重がVE投
与 に より追 日的 にあるいはいったん減量後増量
する.それ と逆 に,副腎 のそれは いっ たん増量後
減量す る ことははなはだ興味が ある.既 述の赤
須3)の雄性 白鼠に おい ての実験 で去勢に より副
腎重量は いった ん減少後,4～5週 に して増加
する ごとく,男 性hormoneは副腎に 対 して抑
制的 に作用す る ことを考 えあわせ著者の実験 に
おいてVE投 与 に より睾丸 な ど性 腺重量 の漸
増,副 腎重量 のいった ん増加後減少がみ られた
ことは,VE投 与後尿中17KSの 増量 も 考 慮
にいれ る と,VEがandrogen分泌 に促進的 に
作用 し,そ の結果に よるこ とが思惟 され る.佐
々木(1960)82}はVE少量持続投与 に より幼
若動物 の発育 は促進 され る とし,勝 井(1957)4n
は幼若 白鼠 の 発育 はVE少 量投与 にて 促進 さ
れ,大 量 では劣 る とし,Evans(1946)14),Gordon
(1948)20⊃.Greenbaum(1950)2nらは幼若,成















し蛋 白質 消耗 の 抑 制(Hove194732),Victor
194599})などに よるとされ るが,じ ゅうぶん明
らか では ない.著 者 の幼若白鼠につ いての実験
では,VE5mg筋 注 では 対照 白鼠群 に比べ て
2週 以後成長率 はい くぶん 促進 を 示 した,去
勢雄性 白鼠群 では2週,3週 に おい て明 らか に
体重増加率が阻害 され たが4週 後には対照 をし
の ぐ増 加率 を示 した.しか るに去勢 と同時 にVE
5mg筋 注 を 併 用す る と対 照無処置 白鼠群 と等
しい体重増加 がみ られ,こ とに4週 後に おい て
は対照 白鼠群 をはるか に しの ぐ体重増加がみ ら
れ た ことは,去 勢に より睾丸 由来 のandrogen
は消失 し,よ ってandrogenの副腎 への阻止的
影響は除かれ,副 腎機 能は充進 す るが,VE投
与は さ らに この機能 を賦活 し,VE投 与4週 後
には副腎由来 のandrogenの分泌が著 しく高 ま
った ことに よるとも考 え られ る.す なわち去勢
に より一 時体 重増加が阻害 され たのは去勢 に よ
る睾 丸由来 のandrogen欠乏 のためである.VE
投与 は健常 白鼠では副腎,睾 丸 を,去 勢動物 で
は副腎を賦活 しandrogen分泌 を充進 させ る と
想 像 され る.友 野(1960)91)はVEは酸化還元
系に関与 し,あ るい は 特殊 な 酵素系 の一部 と
して作用す る とし,Hummel(1951)so),Nasen
(195568),195667})はVEは燐酸化 の過程,特
に呼吸酵素 系に関与 し,VE欠 乏に より酸化的
燐酸化 が障害 され るとし,Michaelis(1950)91}
よ矧 用,Koch(1952)45)より引用はVEの 生物
学的活性は 酸化還 元系 に も とつ く もの とし,
co-fermentとして 脱水素作用 と密接 な関係が
推論 され るとし,黄(1961)691はVEは生体 内
でtocophery1燐酸 として存 し酵素 系に関与 す
るとし,本 間(1952)33}は組織のQO2は 組織 中
のcytochromeCによって 抑制 され るとし,
Kaunitz(1943)47}はVE欠乏動物 の筋QO2は
まず充進 し,の ち抑制 され るとし,Friedman
(1941)且9}.Madson(1936)62),Ringsted(1935)
76}.Victor(1934)100).Telford(1938)95,らも
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いずれ も多 かれ少 なかれVE欠 乏動 物の筋QO2
は充進 す るとした.Houchin(1942)27)は筋QO2
はVE注 射後抑制 され,4時 間 に して 回復 す
る.VE欠 乏動物 の充 進せ るQO2はVE投 与
に より正常化 す るとし,Kaunitz(1938)47)は
VE投 与 によ り筋QO2は 著 明に 抑制 され る と
し,森 下(1961)61}は卵巣QO2は 充進す る とし
た.Rudolph(1954)7s),山本(1955)119}は前 立
腺,精 嚢腺QO2は 睾丸摘除後抑制 され,an-
drogen投与 で回復 す るとし,本 間(1952)33)は
健常動物にandrogenを投 与 して も前立腺QO2
はほ とん ど影響 され ない とした.Rosenkrantz
(1955)77),Weinstock(1956)15)より弓1用はVE欠
乏動 物の 副腎QO2は 充進 す るとし,Brum-
me1(1954)8)はinvitroでandrogen付加に
より副腎QO2は 充進す る とした.神 村(1962)
42]はVEは下垂体 な どの 上位腺 を経 て 組織 の
anoxiaの解除 のほか,VE独 自の 局所作用 が
あるが,投 与量 に よっては,逆 作用 もあ り得 る
とした.Rosenkrantz(1955)77),Weinstock
(1956)45}より弓凋 はVE欠 乏動物 では肝QO2
は充進す るとし,Kaunitz(1938)47)はVE欠
乏動 物,VE投 与動物聞 の肝QO2に は 著 明な
差 がない とし,Eisenberg(1949)17},Hayano
(1950)25)は睾 丸摘 除 に より肝QO2は 抑制 され
る傾 向があ るとした.か くの ごと くVEの 組
織呼吸へ の影響は報告者 に よって全 く相反す る
ものがあ るが,多 くはVE欠 乏動物 では 組織
QO2は充進 され,VE投 与 に より抑制 され る も
のの ごと くで ある.著 老のVEsmg連 日投与
実験 では睾丸QO2はVE投 与10日に して抑制
され,60日,84日にな るとQO2は 対照 の半量
ない しそれに 近 くまで 抑制 され る.副 腎では
VE投 与10日後す でにQO2は49%の 減少 を き
た し,そ の後 ほぼ その値 に とどまる.し か るに
前立腺 ではVE投 与30日,84日において50%
近 くの充進 を示 し,睾 丸,副 腎 のそれ と相反す
る傾 向を示 した.肝,腎 においては 日に よって
軽度の増 減を呈 し一定 の傾 向は認 めが たいが腎
ではやや減少傾向が うかがわれ た.
上述 の事 象 か らVEの 組織呼吸 への 影響機
序 を解明す るこ とは至難 であるが,睾 丸,副 腎
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の組 織呼吸はVE投 与の場合,筋 肉の組織呼吸
な どに一 般的にみ られた ごと く.抑 制 された と
解 され るが,睾丸,副腎 か らの男性hormoneの
分 泌はVEの 影響 に より充進 され,ために前立腺
の組 織呼吸はRudolph78),山本119)の報告の ご
と く充進 したのではあ るまいか.肝,腎の組織 呼
吸はVEの 抑制的影響 と増量せ る男性hormone
の充進 的影響 とが相 まって軽度の増 減を呈 した
ものではないか と思 われる.峯 丸,副 腎の組織
呼吸 に 対 してのみVEの 抑 制的影響 が 強 く,
前 立腺 では男性hormoneの作用がVEの 影響
を しのいで呼吸量は増 量 し,肝,腎 ではVE,
男性hormone両作用が相拮抗 し呼吸量への影
響が 判 然 としない 理 由は 明 らかでないが,睾
丸,副 腎 はいずれ も性hormone分泌臓器 であ
り,前 立腺 は男性hormone依存臓 器で あり,
肝,腎 は性hormone代謝関与臓器 であるな ど




体 に属 し,古 くか らニワ トリの抗 皮膚炎 因子 お
よび酵母 な どの繁 殖因子 として知 られ る.動 物
をPaA欠 乏状態 となす と成長 の停止,皮 膚毛
髪 の変化,神 経障害,抗 体 産生 の障害,抵 抗 力
の減 弱,副 腎障害,消 化管変調 な どが招来 され
る.こ れはPaAが 構成成 分をなす補酵素A
(CoAと略 す)の 肝での生合成 阻害 の結 果惹 起
され た広範 な代謝 障害 に よるもの と考 え られて
い る.ま たacethylCoAはcholestero1の出発
材料 であ り,副 腎皮質 の性hormoneあるいは
cortisoneなどがcholestero1を材料 として合
成 され る ことは一般 に認め られてい る.(Weレ
sch1954)!03,,Daft(1940)43}より引用 はPaA
欠乏 白鼠 の 副腎 に 出血,壊 死,萎 縮が 招来 さ
れ,PaA投 与 に よりその回復を認め,Gaunt
(1946)43}より引用,Winter(1952)1。5)はPaA
欠乏動物 においては副腎皮質機 能低下 ない し不
全 を きたす として,Melampy(ユ951)57)は成長
の抑制,副 腎皮質 の肥大,steroidを含む脂肪
性物質の 減少 を認 めた.PaAと 副腎皮 質,こ
とに性hormone合成 との間に密接な関係が思
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惟 され るのでVE投 与 にPaAを 併用投与 す
る ことに よ り,VEの 作用への 影響 を 検 した
が,PaAはVE投 与に よる尿中17KS排 泄
の増量 を 抑制す るようであ り,ま たVE投 与
に よる性腺 あるいは肝,脾 の比体重 への増減 に
対 してPaA投 与 は大 きな影響 はないか,と き
に抑制的 である.す なわ ちその作用機序は明 ら
かでないが,VEに 対 しPaAは 拮抗 的影響 を
お よぼす ごと くで両者 の併用は好 まし くない と
思 われ る.
Mason(1938)60)はVE欠乏食に て動物 を飼
育50～60日後 に精子 の退行変性,精 母細胞 の核
融解 を認 め,Evans(1929)13)はVE欠乏は生
殖障害 を きた し,雄 では授精能を失 うとした.
このほかVE欠 乏食 飼育動物 の睾 丸において
は精細管 の萎 縮53・69,、精細胞 の減少110)および
変性24・75・109),精子形 成能不全23},無精 子症44)
を きたす となす報告が多い.し か し間質 の変化
は一般に軽微 で,なかにはLeydig細胞の増加69}
ない し減少110)の報告 もあるが,変 化が なか っ
た とす るものが多 い53・54).著者 の実験に おい て
もVE欠 乏食飼育に よ り睾丸におい て 初期 に
は成熟精子,精 子 細胞 の減少 がみ られ,追 日的
に精母,精 祖 細胞 にも変性変化がみ られ,数 も
減少 した.し か し間質 には変化乏 しく軽度 の浮
腫がみ られ たのみ で,Leydig細胞 には変化 な
く,山 下(1958)110},正岡(1932)53,,Drummond
(1939)12}らの組織像 とほぼ等 しい所見 を得た.
また組織化学的 には精細胞 のAl-P活性 の減少
が認め られた.李(1960)75},方(1960)24}は
VE欠 乏に より下垂体前葉細胞 に変性壊死が惹
起 され,た めにACTHの 分泌 が減少 し,副 腎
皮質 の萎縮を きたす とし,Tonutti(1945)96},
李(1960)75},方(1960)24}はVE欠乏 に より
副腎は萎縮 し,脂 質の減少,束 状層,網 状層 の
混濁腫脹 が著 明 とな るとし,黄(1961)69)も髄
質の変化は軽度で あるが,皮 質 は萎縮 し脂質 も
減少 して,特 に束状層,網 状層 に著 明である と
し,Biddulph(1941)7},MUIIer(1937)59)は
VE欠 乏 に より副腎皮質 の肥大 をきたす と述べ
てい るなど,VEの 生殖腺 への影響 を下垂体 副
腎系を介 して行 なわれ ると思惟 せる報告が多 い
横 尾;VitaminEの性 腺 へ の 影 響
が,野 田(1941)66〕はVE欠 乏で球状層,束 状
層に脂質の滅少消失をきたすがこれのみでVE
が副腎皮質と密接な関係があるとは結論 しがた


















の睾丸組織への直接的 影響は 軽微 と思惟され
る.浪方(1960)64}はVE大量(500mg/kg)投







St-DH活性の 上昇が特に 束状層に 見いだされ
た,宮崎(1960)52)はVE投与によりVEは 束
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のみ で,上 皮 の分 泌能,間 質結合織 に も変化 は
な くA1-PAc-P活性 も変化 に乏 しかったが,
St-DHのみ明 らかな低 下をみた.す なわちVE
投与 は前 立腺 に,投 与初期 に肥大,あ とでは か
えって萎 縮傾 向を きたす 組織化学的に は変化
はほ とん ど見 られ なかっ た.す なわ ちVE投 与




を,つ いで肝壊死を起 こす とし,木 谷(1958)
45).大 北(1962)70}は肝 細胞 に萎 縮,混 濁腫 脹
か ら広範 な壊 死,こ とに強度の 出血 を伴 う肝小
葉の壊 死が招来 され る とし,黄(1961)69}.方
(1960)24}もVE欠乏は肝小葉 の中心性脂肪化,
変性壊 死を きた し,肝 細胞索の配列 の乱れ,部
位に よっては肝細胞の解離,星 細胞 の膨大を き
たすが,間 質の変 化は一般に軽微で,結 合織 の
増生は 認め られ ない とした.著 者の 実験では
VE欠 乏初期 には肝細胞 の混濁 腫脹 を,つ い で
しだいに萎縮,肝 細胞 索の配列の乱れ,解 離を
きた し,一 部 では変性壊死 に まで発展す る所見
がみ られた.浪 方(1960)64}はVE投与に よ り肝
に特に認 めるべ き変化 は きたさない としたが,
寺尾(1963)92)はVE3カ月投与 で肝細胞 の核
は顕著 とな り,2核 を示 す肝細胞 も増 し,肝 細
胞索は肥 大,sinusoidは著 しく狭小 とな るとと
もに細胞 質は塩基性 とな り,核 に機 能充進を思
わせ る像 がみ られ るとした.森 下(1963)50)は
VEは1ipotropicの作用 があ り,核 蛋白 の合成
に関与 し肝細胞の代謝に重 要な役割を演ず る と
した.著 者 の実験 ではVE投 与初期 にす でに肝
細胞 の 肥大,核 の 中心小体が 顕 著 と な り,
sinusoidは狭小化 したが,肝 細胞索 の 乱れは
あとで認 め られ た。VE+PaA併 用投与 では初
期に肝細胞の肥大,核 に機能充進像がみ られ た
が,長 期投与 ではか えっ て肝細胞 の変性傾 向が
認 め られ た.す なわちVE欠 乏 に より肝細胞 は
萎縮変性 をきた し,VE投 与 では肥大,機 能充
進が招来 され るが,VE負 荷が大量,長 期に お



















鼠に みられたような 体重 増加阻止の現象はな
く,健常無処置白鼠 と同様の増加率を示し,VE
投与4週 後にはむ しろ健常白鼠をしのいで体重





対 してPaAは 拮抗的でVEの 作用に抑制的影
響をおよぼすようであり,少な くとも両者の併















































































白鼠では睾丸に おいて 成熟精子の わずかな減
少,副 腎に おいて 皮質束状 および 網状層の肥
大,A1-P,St-DH活性の 上昇,肝 においては
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